


こ
の
た
び
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
世

界
大
会
全
体
会
議
の
詳
細
な
報

告
は
、
井
沢
会
長
が
さ
れ
て
い

る
。
私
は
参
加
し
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
中

心
に
報
告
す
る
。

一
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
核
の

危
機
に
対
す
る
市
民
意
識
を

ど
う
高
め
る
か
」
で
発
言

前
日
に
司
会
者
に
発
言
を
申

し
込
み
、
幸
い
に
も
当
日
、
演

者
の
一
人
と
し
て
発
言
を
許
さ

れ
た
。

被
爆
者
が
小
中
学
生
に
被
爆

体
験
を
語
る
こ
と
の
支
援
、
漫

画
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
全
集
や

広
島
･
長
崎
の
原
爆
被
害
の
写

真
集
な
ど
を
平
和
教
育
の
教
材

と
し
て
寄
贈
し
て
き
た
こ
と
を

紹
介
し
、
平
和
教
育
の
基
本
と

し
て
被
爆
の
実
相
を
伝
え
る
こ

と
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

ま
た
、
昨
年
来
の
森

住
卓
講
演
会
「
も
う
一

つ
の
核
戦
争
―
イ
ラ

ク
･
湾
岸
戦
争
の
子
供

達
」、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
「
ヒ
バ
ク
シ

ャ
」
上
映
会
、
今
年
の

「
折
り
鶴
コ
ン
サ
ー
ト
」

の
取
り
組
み
を
紹
介

し
、
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
と
お
し
て
時
代
を

担
う
青
年
た
ち
と
の
共

育
、
共
感
を
重
視
し
て

い
る
こ
と
を
述
べ
た
。

「
折
り
鶴
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
青

年
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に

「
平
和
の
種
」
と
し
て
参
加
者

に
渡
さ
れ
た
折
り
鶴
（
寿
鶴
）

を
青
年
た
ち
か
ら
預
か
り
、
い

ろ
ん
な
機
会
に
そ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
と
と
も
に
大
会
参
加
者
に
手

渡
し
た
が
、
す
べ
て
の
人
が

「
と
て
も
美
し
い
」
と
感
嘆
し

て
持
ち
帰
っ
た
。

カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
の
演
者

は
平
和
教
育
の
内
容
と
評
価
に

つ
い
て
提
起
し
、
イ
ン
ド
の
演

者
は
医
師
、
医
学
生
や
中
･
高

校
生
へ
の
平
和
教
育
の
実
践
に

つ
い
て
報
告
し
た
。
ネ
パ
ー
ル

の
演
者
は
一
九
八
六
年
に
Ｐ
Ｓ

Ｒ
（p

h
y
sician

s
for
social

resp
on
sib
ility

）
を
結
成
し
、

そ
れ
以
来
、
毎
年
八
月
六
日
に

折
り
鶴
デ
ー
を
企
画
し
、
原
爆

被
害
の
実
相
を
広
め
て
い
る
と

報
告
し
た
。

イ
ン
ド
の
演
者
か
ら
、
活
動

の
写
真
集
を
も
ら
っ
た
り
、
ネ

パ
ー
ル
か
ら
来
年
の
折
り
鶴
デ

ー
に
ぜ
ひ
、
ど
な
た
か
来
て
欲

し
い
と
依
頼
を
受
け
た
り
、
楽

し
く
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

二
、「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
英
語

版
の
紹
介

金
沢
の
浅
妻
南
海
江
さ
ん
が

主
宰
す
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

ゲ
ン
」
が
翻
訳
し
、
出
来
上
が

っ
た
ば
か
り
の
英
語
版
「bare-

foot
G
en

」
を
寄
託
さ
れ
、
持

参
し
た
。

全
体
会
議
に
お
け
る
秋
葉
広

島
市
長
の
講
演
に
対
す
る
質
問

で
「b

arefoot
G
en

」
が
で

て
き
て
、
思
わ
ず
手
を
上
げ
、

「
本
日
、
持
参
し
て
い
る
の
で

お
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
」

と
最
初
の
紹
介
を
し
た
。
大
会

長
主
催
の
歓
迎
夕
食
会
で
は
中

華
料
理
の
並
ん
だ
多
数
の
円
卓

の
間
を
本
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

持
っ
て
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
よ

う
に
回
っ
て
紹
介
に
努
め
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
も
「
は

だ
し
の
ゲ
ン
」
は
被
爆
者
で
あ

る
作
者
自
身
が
自
分
の
体
験
を

も
と
に
書
い
た
も
の
で
日
本
の

子
ど
も
た
ち
の
間
で
は
と
て
も

愛
読
さ
れ
て
い
る
。
被
爆
の
実

相
を
理
解
す
る
た
め
の
平
和
教

育
の
教
材
と
し
て
も
有
用
で
ハ

リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
の

よ
う
に
世
界
中
で
愛
読
さ
れ
る

よ
う
望
む
と
紹
介
し
た
。

イ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ

リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ス
ペ
イ
ン

の
人
が
強
い
関
心
を
示
し
た
。

今
後
の
普
及
が
た
の
し
み
だ
。

三
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
の
方
針
検
討

に
参
加

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
イ
ラ
ク

の
健
康
指
標
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
の
健
康
被

害
を
ど
の
よ
う
な
指
標
で
評
価

す
る
か
が
検
討
さ
れ
た
。
イ
ラ

ク
暫
定
政
権
は
健
康
、
医
療
問

題
に
ま
っ
た
く
方
針
、
資
料
を

持
っ
て
い
な
い
の
で
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ

Ｗ
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
し

た
。
イ
ラ
ク
戦
争
の
危
機
が
高

ま
っ
た
と
き
か
ら
調
査
活
動
に

入
っ
て
い
た
、
英
、
独
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
な
ど
か
ら
問
題
提
起

が
あ
り
、
参
加
者
が
三
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
討
論
し
、

深
め
、
全
体
で
ま
と
め
る
作
業

だ
。
イ
ン
フ
ラ
か
ら
、
子
ど
も
、

妊
産
婦
の
死
亡
率
な
ど
、
い
く

つ
か
の
指
標
が
討
論
さ
れ
た

が
、「
広
島
、
長
崎
の
よ
う
に

長
期
の
放
射
線
障
害
（
劣
化
ウ

ラ
ン
弾
の
可
能
性
も
含
ん
で
）

に
よ
る
白
血
病
、
悪
性
腫
瘍
な

ど
も
問
題
に
す
べ
き
で
な
い

か
」
と
の
私
の
発
言
も
ま
と
め

の
中
で
紹
介
さ
れ
た
。
英
国
の

M
ed
act

が
ま
と
め
て
送
っ
て

く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

大
会
運
営
に
は
北
京
大
学
の

医
学
生
が
多
数
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
て
い
た
が
、

な
か
に
熊
本
出
身
の
日
本
人
医

学
生
が
い
た
。
臨
床
医
学
部
三

百
人
中
、
一
割
が
外
国
人
、
そ

の
半
数
が
日
本
人
と
い
う
。
全

寮
制
で
学
費
も
安
く
、
楽
し
く

学
ん
で
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
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第
十
六
回
世
界
大
会
は
、
北

京
大
学
医
学
部
で
九
月
十
七
日

よ
り
三
日
間
開
催
さ
れ
参
加
し

た
。北

京
は
好
天
で
乾
燥
し
、
日

中
は
暑
く
、
夕
方
は
「
涼
快
」

で
あ
っ
た
。
紅
葉
に
は
未
だ
間

が
あ
っ
た
。

大
会
は
五
十
六
カ
国
三
百
五

十
人
ほ
ど
の
出
席
で
、
英
語
で

進
行
し
同
時
通
訳
の
い
な
い
分

科
会
へ
参
加
す
る
と
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
レ
ベ
ル
の
低
さ
を
痛
感
し

た
。も

と
よ
り
始
め
て
の
参
加
で

あ
り
、
大
会
の
報
告
が
で
き
る

は
ず
も
な
く
、
出
席
し
た
印
象

記
に
す
ぎ
な
い
が
・
・
・
。

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
は
、
冷
戦
の
真

っ
只
中
の
一
九
八
〇
年
に
国
際

心
臓
病
学
会
で
出
会
っ
た
二
人

の
米
ソ
の
医
学
者
が
核
戦
争
危

機
を
避
け
る
た
め
に
体
制
を
超

え
「
医
師
」
の
立
場
か
ら
世
界

の
医
師
へ
呼
び
か
け
、
国
際
医

師
会
議
を
設
立
し
た
こ
と
に
始

ま
る
。
ラ
ウ
ン
（
米
・
不
整
脈

の
分
類
で
有
名
）
と
チ
ャ
ゾ
フ

（
ソ
連
邦
）
東
西
の
学
者
は
、

一
九
八
五
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
し
た
。
今
回
の
会
議

で
は
チ
ャ
ゾ
フ
が
参
加
し
講
演

し
た
。
世
界
的
に
著
名
な
医
学

者
や
法
律
家
が
講
演
し
た
が
、

日
本
か
ら
は
秋
葉
広
島
市
長
の

講
演
が
印
象
に
残
っ
た
。

冷
戦
の
終
結
後
、
か
え
っ
て

核
拡
散
が
広
が
っ
て
い
る
。
ロ

シ
ア
領
内
で
の
核
管
理
が
ず
さ

ん
な
た
め
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
や
高

濃
縮
ウ
ラ
ン
な
ど
が
盗
み
出
さ

れ
、
闇
市
場
で
非
合
法
に
売
買

さ
れ
て
い
る
（
具
体
的
に
数
字

を
あ
げ
て
各
国
で
紛
失
し
た
放

射
性
物
質
の
量
が
示
さ
れ
た
）。

ま
た
、
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ

Ｐ
Ｔ
）
な
ど
種
々
の
国
際
的
約

束
が
反
故
に
さ
れ
つ
つ
あ
り
、

核
の
国
際
管
理
の
タ
ガ
が
ゆ
る

み
、
核
物
質
が
国
際
的
テ
ロ
リ

ス
ト
の
手
に
渡
り
や
す
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
ア
メ

リ
カ
は
九
・
一
一
事
件
を
「
国

際
犯
罪
」
と
し
て
国
際
社
会

（
国
連
）
に
依
存
し
た
安
全
保

障
に
求
め
ず
、
ア
メ
リ
カ
単
独

の
復
讐
戦
争
と
し
て
ア
フ
ガ
ン

や
イ
ラ
ク
と
戦
う
こ
と
に
よ

り
、
一
層
テ
ロ
リ
ス
ト
集
団
を

拡
大
、
勢
い
づ
か
せ
て
い
て
、

核
テ
ロ
の
危
険
性
す
ら
は
ら
ん

で
い
る
。

秋
葉
広
島
市
長
の
講
演
は
、

広
島
の
惨
劇
を
繰
り
返
さ
ず
、

世
界
平
和
都
市
宣
言
六
十
一
カ

都
市
と
共
に
活
動
し
、
若
い
世

代
へ
の
原
爆
に
対
す
る
平
和
教

育
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
。
世
界

の
安
全
保
障
は
核
兵
器
の
廃
絶

に
尽
き
る
と
話
し
、
講
演
直
後

に
は
会
場
の
聴
衆
全
員
が
立
ち

上
が
っ
て
拍
手
（sta

n
d
in
g

o
v
a
tio
n

）
が
鳴
り
止
ま
ず
、

「
被
爆
地
・
広
島
」
へ
の
世
界

の
医
師
た
ち
の
熱
い
想
い
が
感

じ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
講
演
会
終
了
後
に

は
、
演
壇
か
ら
会
場
へ
の
袖
階

段
の
下
ま
で
「
広
島
市
長
と
一

言
交
わ
し
た
い
、握
手
し
た
い
」

『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』

『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』に
 

関
心
が
寄
せ
ら
れ
て

関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
 

『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』に

関
心
が
寄
せ
ら
れ
て

反
核
医
師
の
会
世
話
人
　
白
崎
　
良
明
（
金
沢
市
・
内
科
）

外
国
人
医
師
た
ち
の
行
列
が
で

き
た
。
い
さ
さ
か
感
動
的
だ
っ

た
。

反
核
医
師
の
会

（
石
川
）
か
ら
は
、

白
崎
先
生
が
分
科

会
で
、
森
住
卓
の

講
演
会
、
映
画

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」

上
映
会
、
折
り
鶴

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

今
時
の
若
者
た
ち

へ
の
「
反
核
」
の

働
き
か
け
を
報
告

し
、
各
国
の
女
性

医
師
と
意
見
交

換
・
討
論
し
た
。

ま
た
、
マ
ン
ガ
「
は
だ
し
の
ゲ

ン
」
の
英
訳
本
を
披
露
し
、
大

勢
の
医
師
の
関
心
を
引
い
た
。

囲 

解 
答 

碁 

黒
1
か
ら
3
が
好
手
で
白
4
に
は
以

下
黒
11
ま
で
黒
勝
ち
。
白
2
で
5
は
黒

11
白
4
黒
7
白
9
黒
イ
白
6
黒
ロ
で
オ

イ
オ
ト
シ
で
す
。
黒
3
で
8
は
白
4
黒

6
白
5
で
コ
ウ
に
な
り
失
敗
で
す
。
 

（
問
題
は
８
面
に
あ
り
ま
す
） 

1 2 3 4 5 6 7 8
一 

二 

三 

四 

五 

六 

七 

八 

九 

十 

十
一 

1
2

4

10
8

6

イ ロ 
9

5

7

11

3

3
三
銀
、
同
玉
、
1
五
角
、
2
三
玉
、

2
四
飛
、
3
三
玉
、
1
四
飛
、
2
四
歩
、

1
三
飛
成
、
4
二
玉
、
4
三
角
成
、
3

一
玉
、
2
一
と
ま
で
十
三
手
詰
め
。 

〈
解
説
〉
4
三
飛
は
5
二
玉
、
5
三
銀
、

6
一
玉
以
下
詰
み
ま
せ
ん
。
ま
た
4

三
銀
は
打
っ
た
銀
が
じ
ゃ
ま
に
な
り

不
詰
め
。
3
三
銀
と
捨
て
て
か
ら
1

五
角
が
好
手
順
で
、
2
四
香
な
ら
4

三
飛
、
2
二
玉
、
1
二
角
成
以
下
の

早
詰
め
。
2
三
玉
に
2
四
飛
か
ら
1

四
飛
と
活
用
し
、
1
三
飛
成
以
下
は

追
い
詰
め
に
な
り
ま
す
。 

（
問
題
は
８
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答 

将
棋
解
答 

秋葉広島市長（右）と歓談する白崎（中央）、原両先生

世
界
の
安
全
は

世
界
の
安
全
は
 

核
廃
絶
に
尽
き
る

核
廃
絶
に
尽
き
る
 

世
界
の
安
全
は
 

核
廃
絶
に
尽
き
る
 

会
長
　
井
沢
　
宏
夫
（
金
沢
市
・
内
科
）

大会会場になった北京大学（基礎医学部）の構内に立つ
井沢宏夫会長

大会運営にあたった北京大学医学部の女子学生と
（左が白崎良明先生、右が原和人先生で、右から2
人目は日本人留学生）
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保
団
連
第
十
九
回
医
療
研
究
集
会
 

健
康
と
環
境
を

健
康
と
環
境
を
テ
ー
マ
に
 

全
国
か
ら
八
百
三
十
人
参
加

全
国
か
ら
八
百
三
十
人
参
加
 

健
康
と
環
境
を
テ
ー
マ
に
 

全
国
か
ら
八
百
三
十
人
参
加

岩
瀬
　
俊
郎
（
金
沢
市
・
内
科
）

九
月
十
八
日
（
土
）
・
十
九

日
（
日
）
の
両
日
、
三
重
県
四

日
市
市
文
化
会
館
で
、
保
団
連

第
十
九
回
医
療
研
究
集
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

今
集
会
の
テ
ー
マ
は
「
健
康

と
環
境
」
で
、
全
国
か
ら
八
百

三
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
保
団
連
の
室
生
昇
会

長
の
あ
い
さ
つ
に
よ
っ
て
、
現

在
の
医
療
研
究
集
会
の
起
源
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
四

日
市
喘
息
を
は
じ
め
と
す
る
公

害
裁
判
が
行
わ
れ
た
と
き
に
保

団
連
と
し
て
、
一
九
七
六
年
に

公
害
対
策
部
を
作
り
、
そ
れ
が

一
九
八
六
年
か
ら
は
じ
ま
る
医

療
研
究
集
会
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
し

た
。
保
団
連
の
先
見
性
あ
る
取

り
組
み
の
結
果
で
あ
る
こ
と
に

感
銘
を
覚
え
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
今
回
の
テ
ー

マ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
し

た
。
東
京
医
科
歯
科
大
学
の
藤

田
紘
一
郎
先
生
に
よ
る
「
環
境

と
か
ら
だ
〜
ア
レ
ル
ギ
ー
病
は

な
ぜ
増
え
た
か
〜
」
と
い
う
演

題
で
し
た
。
講
演
の
趣
旨
は
、

寄
生
虫
が
ア
レ
ル
ギ
ー
の
発
現

抑
制
に
何
ら
か
の
関
与
を
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
を
毎
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
行

き
、「
汚
れ
た
川
」
で
泳
い
で

い
る
子
ど
も
に
ア
レ
ル
ギ
ー
が

無
い
こ
と
を
観
察
す
る
中
で
ひ

ら
め
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ

の
結
果
、
分
子
量
二
万
の
物
質

を
発
見
し
、
一
回
で
ね
ず
み
の

ア
ト
ピ
ー
を
治
す
成
果
を
挙
げ

た
が
、
製
品
に
は
到
ら
な
か
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。
理
由
は
、

悪
性
腫
瘍
が
増
え
た
た
め
で
、

体
内
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
結

果
起
き
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
、
現
代
人

は
清
潔
志
向
が
強
い
が
、
体
の

中
に
あ
る
細
菌
が
体
の
皮
膚
と

共
存
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
警
告

も
発
し
て
い
ま
し
た
。
感
染
の

分
野
で
は
、
こ
の
こ
と
は
徐
々

に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
改
め
て
学
ぶ
こ

と
が
多
い
講
演
で
し
た
。
こ
う

し
た
地
域
に
お
い
て
、
伝
染
病

が
蔓
延
す
る
と
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
た
ち
が
死
亡
し
て
い
る
事

実
も
あ
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に

考
え
た
ら
良
い
の
か
質
問
し
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
質
問
時
間

が
無
く
て
残
念
で
し
た
。

私
は
「
自
己
負
担
の
決
算
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表
し
ま
し

た
。
自
己
負
担
を
合
理
的
に
説

明
す
る
理
由
が
変
遷
し
て
い
る

こ
と
、現
在
の
公
平
の
原
則
は
、

市
場
原
理
の
モ
デ
ル
の
修
正
と

い
う
モ
デ
ル
か
ら
発
想
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
、
今
後
は
、

供
給
側
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
さ

ら
に
は
、
公
的
医
療
保
険
の
枠

組
み
を
限
定
す
る
、さ
ら
に
は
、

消
費
税
の
導
入
と
い
う
や
り
方

の
中
で
は
、
自
己
負
担
だ
け
を

論
じ
る
の
で
は
不
十
分
で
あ
る

と
述
べ
ま
し
た
。対
案
と
し
て
、

社
会
保
障
転
移
と
税
金
の
負
担

と
い
う
二
つ
の
転
移
前
後
で
所

得
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か

を
比
較
し
て
、
社
会
保
障
政
策

の
効
果
と
効
率
を
議
論
す
る
中

で
政
策
の
在
り
方
を
探
る
必
要

が
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

同
じ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
室

生
先
生
の
無
産
者
医
療
に
携
わ

っ
た
医
師
の
話
、
竹
内
治
一
先

生
か
ら
は
、
軍
医
が
何
を
し
た

か
と
い
う
鋭
い
告
発
の
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

度
の
医
療
研
究
集
会
に
参
加
す

る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た

石
川
県
保
険
医
協
会
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
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フォーカシング講演会のご案内 フォーカシング講演会のご案内 
フォーカシング（Focusing）とは、からだの知恵に触れ、生活
に前向きな変化をもたらしうる、やさしくて力強い技法です。シ
カゴ大学教授ユージン・ジェンドリンの心理療法の研究によっ
て生み出され、心理療法や自己理解などに活用されています。
北陸では貴重な講座が2日間続けて開催されます。この機会
をどうぞご活用ください。 

スニーゲルマム福多　Tel.076-280-1819 
Mail:snigel_m@ybb.ne.jp

主催・問合わせ・申込み 
 

北陸フォーカシング学習会FITについても、福多までお問合せください 

●テーマ／セルフヘルプ入門　～フォーカシングワークショップ～ 
●日　時／１１月２７日（土）９時３０分受付開始、１０時～１６時 
●講　師／大澤美枝子さん（臨床心理士、フォーカシングプロジェクト代表） 
●場　所／石川県青少年総合研修センター 
●参加費／無　料　　●定　員／30人 
●主　催／石川県青少年総合研修センター 
●共　催／自分をみつけるママの会Snigel  m.（スニーゲルマム） 
●後　援／石川県教育委員会 
●協　力／北陸フォーカシング学習会FIT（フィット） 
●その他／会場での宿泊も可能です（食事込み ４,５００円程度、要予約） 

■問い合わせ／申し込み先 
　石川県青少年総合研修センター（金沢市常盤町212-1） 
　Tel.076-252-2540  FAX076-252-2488 
　Mail:seisoken@pref.ishikawa.jp 
　http://www.pref.ishikawa.jp/seisoken/
※翌日28日（日）にも講座が続きます。ぜひあわせてご参加ください。 
（講師・時刻・会場は同じ。参加費9,000円　定員20人程度　
28日のみの参加も可能） 

北谷クリニック 
6周年記念講演会周年記念講演会 
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北谷クリニック 
6周年記念講演会 聴いて元気が出る講演会 聴いて元気が出る講演会 聴いて元気が出る講演会 

■主催／北谷クリニック（076‐281‐8801）　・・・お問い合わせは北谷クリニックまでどうぞ・・・ 

 テーマ 「技術より心を伝える国際医療協力」 
 講　師 岡松　孝男氏 
 芳野病院院長（岡山県）（元昭和大学教授） 
 司　会 梶本　照穂氏 
 金沢医科大学名誉教授（元広島国際大学学長） 

タイのカンボジア難民キャンプをはじめ，エジプトのカイロ小児
病院への技術援助など、四半世紀にわたり国際医療協力に
携わってきた医師が、数々のエピソードをとおして国際協力に
おける人の心のふれあいの大切さを語る。 

 と　き 2004年10月23日（土）　午後3時から 
 ところ かほく市高松産業文化センター　多目的ホール 
  （中央通り沿い：076‐281‐3176） 

 参加費 無　料 

【講師の横顔】 
昭和大学医学部における小児外科の創始者。新生児

の手術では、我が国有数の実績を誇り、第31回日本新生
児学会会頭も務める。大学における教育・研究の合間を
縫って海外での医療協力活動を展開。渡航歴は100回
以上に及ぶ。 
高校時代の友人かまやつひろしさん（歌手）とは、いま

でも行き来する仲。 
東京都出身。 
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気がつくと人生の半分以上の年月を歯科衛生士として、日々いろいろ

な刺激の中で仕事をしてきたことになります。

20歳代前半は診療所に勤務し、アシスタントとスケーリング程度のワ

ンパターンで日々が過ぎました。育児のため２年ほど休職したあと復帰

するのですが、それからは毎日が刺激的でした。特に、健康センターの

仕事を手伝わせていただくようになってからは、それまでにも増して意

識の変化が必要となり、母子保健から乳幼児保健・成人歯科保健に関係

すること等などについて、本を読み、研修会に参加し、学生時代には考

えられないくらいに積極的に研鑽したつもりです。人に指導することの

大変さを知ったわけです。

その姿を評価してくださったのか、ある勉強会の歯科医から施設の口

腔ケアを依頼されました。このことも私にとっては新しいチャレンジで

刺激的でした。月に４～６回程度の訪問を４年ほど続けていますが、テ

キストには載っていないような、現場で創造的に対応せざるを得ないケ

ースなどに出会うと多少の戸惑いもありますが、何せ新しい領域ですか

らいろんな職種の方と検討したり、自ら開拓したりして、解決する喜び

も経験できます。指導してくれる歯科医師やその他多くの介護関係者の

援助を得て、必要な知識や技術を今までに増して身につけようと努力し

ているつもりです。

５年後か10年後には肩たたきの日が来るとは思いますが、それまでは

自己研鑽を積み、輝いていたいし、できれば私の経験を少しでも後に続

く歯科衛生士などに伝えたいなどと、密かに思っています。

歯科衛生士 
The
歯科衛生士 
The
歯科衛生士 
The （5回シリーズ） 

（　　　　　　　 　　） 谷内科歯科クリニック勤務 
その他複数の歯科医院の契約歯科衛生士 

宮越　倫子 

その① 往診にかかわって 

歯科診療も時代とともに少しずつ、また時には劇的に変化している
わけで、数年間とは言え休職すると、復帰したとき（それも異なる医
院）に相当のギャップを感じることがあります。彼女は育児をしなが
らも懸命にそれらを克服したわけです。 
彼女の活動を評価するときに忘れてはならないもう一つの点は、活
動の場が診療所の中だけに留まっていないことにあります。介護の場、
保健衛生活動・啓蒙の場など、歯科診療所の外でいろんな職種の人と
交流する場に立つことは、ある意味、歯科の代表として活躍すること
でもあり、プレッシャーにも感じたりするのですが、それ以上に『社
会から必要とされる新しい領域に踏み込み、問題を解決するという刺
激的な場、社会から感謝されるやりがいのある場』として捉えられる
『前向きな姿勢』があったと評価できます。 

前向きな姿勢で活動の場を広げ 
平田米里（野々市町・歯科） 

推薦者のコメント 
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か
み
さ
ん
と
学
生
結
婚
し

て
、
今
年
で
は
や
二
十
年
が

た
と
う
と
し
て
い
る
。
う
ち

に
は
四
人
の
男
の
子
が
い

て
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
山
に
連

れ
出
し
て
い
た
が
、
か
み
さ

ん
だ
け
は
ど
う
い
う
わ
け
か

山
に
連
れ
て
行
っ
た
こ
と
は

一
度
も
な
か
っ
た
。
ず
っ
と

子
育
て
に
忙
し
か
っ
た
こ
と

も
一
因
だ
が
、
僕
が
実
践
し

て
き
た
よ
う
な
厳
し
い
山
行

は
と
て
も
じ
ゃ
な
い
が
女
性

に
は
無
理
だ
と
思
っ
て
い

た
。
ま
た
、
無
理
に
誘
っ
て

怪
我
で
も
さ
れ
た
ら
大
変
だ

し
、
自
分
か
ら
本
当
に
山
を

始
め
た
い
と
思
わ
な
い
限

り
、
た
だ
の
つ
ら
い
だ
け
の

ス
ポ
ー
ツ
に
終
わ
る
可
能
性

が
高
い
と
思
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
今
年
に
な
っ

て
初
め
て
自
分
も
山
登
り
を

始
め
た
い
と
自
ら
言
い
出
し

た
。
白
山
に
も
日
帰
り
で
登

っ
て
み
た
い
と
も
言
っ
た
。

僕
は
ど
う
す
る
か
迷
っ
た
が

〝
来
る
者
は
拒
ま
ず
去
る
者

は
追
わ
ず
〞
で
あ
る
。
本
気

に
な
っ
て
山
を
始
め
た
い
と

言
う
限
り
は
、
協
力
せ
ざ
る

を
得
な
い
か
と
山
に
同
伴
さ

せ
る
こ
と
に
し
た
。

早
速
、
登
山
店
で
革
靴
を

始
め
山
道
具
一
式
を
買
い
そ

ろ
え
る
こ
と
に
し
た
。
大
枚

を
は
た
い
て
道
具
を
そ
ろ
え

た
が
一
度
限
り
で
「
も
う
や

め
た
」
と
で

も
言
わ
れ
た

ら
大
損
だ
と

も
思
っ
た
。

か
み
さ
ん

の
初
挑
戦

は
、
五
箇
山

の
人
形
山
で

あ
っ
た
。
標

高
差
で
千
メ

ー
ト
ル
を
超

す
な
か
な
か

初
心
者
に
は

き
つ
い
山
で

あ
っ
た
が
、

意
外
に
あ
っ

さ
り
登
り
切
っ
て
無
事
下
山

し
た
。
も
う
懲
り
た
か
と
問

う
と
「
ま
た
登
り
た
い
」
と

言
う
で
は
な
い
か
、
第
二
弾

は
大
猫
山
、
第
三
弾
は
大
笠

山
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
な
が

ら
、
か
な
り
ハ
ー
ド
な
山
ば

か
り
立
て
続
け
に
連
れ
て
行

く
こ
と
に
し
た
。
い
わ
ゆ
る

シ
ョ
ッ
ク
療
法
で
あ
る
。
最

初
に
つ
ら
い
目
に
遭
っ
て
お

け
ば
以
後
そ
こ
そ
こ
の
苦
難

に
も
耐
え
得
る
だ
ろ
う
し
、

山
と
は
決
し
て
甘
く
は
な
い

ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
こ
と
を
知

ら
し
め
よ
う
と
も
思
っ
た
。

僕
の
鬼
コ
ー
チ
ぶ
り
は
そ

れ
か
ら
も
続
い
た
。
第
四
弾

は
赤
谷
山
と
標
高
差
千
五
百

メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
の
厳
し
い

玄
人
向
き
の
山
で
あ
っ
た
。

か
み
さ
ん
は
十
一
時
間
か
け

て
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
り
な
が

ら
も
登
り
切
っ
た
。
そ
し
て

つ
い
に
六
度
目
の
登
山
で
、

白
山
を
岐
阜
の
平
瀬
道
か
ら

日
帰
り
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
朝
五
時
に
登
山
口
を
出

て
、
午
後
一
時
に
下
山
す
る

と
い
う
予
想
よ
り
も
早
い
行

程
で
あ
っ
た
。
や
れ
ば
で
き

る
、
鬼
の
目
に
も
涙
で
あ
っ

た
。か

み
さ
ん
は
今
年
か
ら
山

を
始
め
た
超
初
心
者
で
あ
っ

た
が
、
鬼
コ
ー
チ
の
洗
礼
を

受
け
、
何
と
か
い
っ
ぱ
し
の

登
山
者
に
な
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
山
を
始
め
て
か
ら
体
重

も
三
キ
ロ
減
っ
た
と
喜
ん
で

お
り
、
な
か
な
か
こ
の
試
練

を
享
受
し
て
い
る
か
の
よ
う

で
あ
っ
た
。
山
は
確
か
に
つ

ら
い
が
、
そ
の
先
に
す
ば
ら

し
い
景
色
や
高
山
植
物
が
歓

待
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
に
も

ま
し
て
自
然
の
中
で
思
い
っ

き
り
汗
を
か
く
こ
と
の
す
ば

ら
し
さ
を
知
っ
た
よ
う
で
あ

る
。僕

自
身
、
十
一
月
か
ら
六

月
は
山
ス
キ
ー
で
わ
が
道
を

突
っ
走
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
く
ら
い

は
罪
滅
ぼ
し
を
す
る
の
も
仕

方
が
な
い
か
と
最
近
は
あ
き

ら
め
の
境
地
に
入
っ
て
い
る
。

【第32話】　夫婦登山 

火打山にて

大猫山にて
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＜その1＞
１．保険者 国民健康保険・金沢市

２．年　齢 82歳　女性

３．診療月 平成16年７月

４．過誤調整連絡書の発行月：平成16年８月

５．病名・診療開始月

（1）高血圧症（主） 平成５年２月19日

（2）胃炎（主） 平成６年10月26日

（3）狭心症 平成４年12月12日

（4）高脂血症 平成８年１月８日

（5）うつ状態 平成11年５月28日

（6）腰痛症 平成14年５月７日

（7）慢性膵炎 平成15年３月４日

（8）アレルギー性鼻炎 平成16年６月22日

６．該当月の診療実日数：３日

＜主治医の意見＞
ハーフジゴキシンが適応外で返戻された。７月27日から８月９日まで肺

炎で北陸病院に入院。出歩くとふらつく。８月23日夜中に左前胸部が痛ん

だ。出歩くとふらつく。両下腿、食欲・睡眠不良。暑くてものくるしい。

＜その2＞
１．保険者 国民健康保険・金沢市

２．年　齢 79歳　女性

３．診療月 平成16年７月

４．過誤調整連絡書の発行月：平成16年８月

５．病名・診療開始月

（1）狭心症（主） 平成16年７月24日

（2）神経症 平成16年７月24日

６．該当月の診療実日数：２日

＜主治医の意見＞
ハーフジゴキシンが適応外で返戻になったものです。睡眠・食欲不振、

心悸亢進、左前下胸痛、ＥＣＧ、反時計回転、低蛋白血症、その他血液検

査の所見なし。

どうして適応外か、わかりませんし、どうしたら保険が通るのでしょうか？

＜保険医協会のコメント＞
第198例は、高血圧症や狭心症の病名があるのにジゴキシンが適応外と

して返戻されたという事例です。投与されたハーフジゴキシンの薬事法承

認事項を見ますと、今回の事例に関するところでは『「次の疾患に基づく

うっ血性心不全」として、先天性心疾患、弁膜疾患、高血圧症、虚血性心

疾患（心筋梗塞、狭心症など）肺性心・・・・など』となっています。

この文面を、レセプトの傷病名に翻訳すると、「うっ血性心不全（高血

圧症）」あるいは、「うっ血性心不全（狭心症）」ということになります。

もちろん、「うっ血性心不全」と高血圧症や狭心症が並列に並んでもかま

いませんが「うっ血性心不全」という傷病名を省くことはできません。

高血圧や狭心症から心不全になることはいくらでもあることでちょっと

考えれば分かることですが、書類審査上、このような病名を付けて欲しい

という審査機関からのサインなのかもしれません。レセプト病名の付け方

も窮屈になった感じで、もう少し柔軟な対応をして欲しい気がしますがこ

れが最近のトレンドなのでしょうか。

高血圧や狭心症の患者へのハーフジゴキシンの 
適応外の返戻について 

＜第198例＞ 

『保険審査通信』に寄せられた相談事例
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こ
の
度
、「
金
沢
・
在
宅
Ｎ

Ｓ
Ｔ
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、

九
月
八
日
に
そ
の
第
一
回
を
開

催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

以
下
は
、
そ
の
設
立
趣
意
書
で

す
。

◇

Ｎ
Ｓ
Ｔ
（N

u
trition

su
p
-

port
team

）
は
、「
栄
養
支
援

チ
ー
ム
」
の
こ
と
で
、
近
年
、

栄
養
管
理
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

た
多
職
種
に
よ
る
チ
ー
ム
医
療

が
、
病
院
医
療
の
質
を
上
げ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い

Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
効
果
を
上
げ
た
と
し

て
も
、
昨
今
入
院
期
間
は
短
い

わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
が
退
院

後
に
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
何
の

意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
在
宅
で
「
胃
ろ
う
栄

養
」
の
患
者
さ
ま
を
み
て
お
り

ま
す
と
、
決
め
ら
れ
た
栄
養
が

入
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
栄

養
療
法
の
効
果
が
「
端
的
」
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。
体
重
が
増
え

る
、
褥
瘡
が
良
く
な
る
、
呼
吸

状
態
が
良
く
な
る
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
が
す
す
み
、
う
ま

く
い
け
ば
再
び
口
か
ら
食
べ
る

よ
う
に
な
る
方
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
さ
に
栄
養
療
法
が

在
宅
医
療
に
お
い
て
い
か
に
大

切
で
あ
る
か
を
如
実
に
物
語
っ

て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
考
え
て
み
れ
ば
、

脳
卒
中
の
仮
性
球
麻
痺
や
恒
久

的
な
嚥
下
障
害
を
除
け
ば
、
高

齢
者
の
蛋
白
質
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

低
栄
養
状
態
（
Ｐ
Ｅ
Ｍ
）
は
、

も
う
少
し
早
く
何
ら
か
の
介
入

が
で
き
れ
ば
、
胃
ろ
う
に
ま
で

し
な
く
て
よ
か
っ
た
ケ
ー
ス
も

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
歯

科
医
が
往
診
し
て
入
れ
歯
を
治

す
、
歯
科
衛
生
士
が
口
腔
ケ
ア

を
、
言
語
聴
覚
士
が
摂
食
嚥
下

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
栄
養
士
が
栄
養
摂
取
量
を

評
価
し
、
食
べ
や
す
い
食
事
を

工
夫
す
る
。
そ
し
て
か
か
り
つ

け
医
、
訪
問
看
護
や
ヘ
ル
パ
ー

が
同
じ
視
点
で
関
わ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
在
宅
医
療
が
快
適
な

も
の
と
な
る
。
何
よ
り
も
「
年

寄
り
に
栄
養
は
い
ら
な
い
」
な

ど
と
い
っ
た
意
識
を
変
え
る
べ

く
、
地
域
住
民
に
対
し
て
啓
蒙

し
て
い
く
こ
と
も
大
切
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

今
ま
さ
に
地
域
に
お
け
る
多

職
種
の
チ
ー
ム
医
療
「
在
宅
Ｎ

Ｓ
Ｔ
」
を
立
ち
上
げ
る
機
運
が

盛
り
上
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
Ｎ
Ｓ
Ｔ
と
い
う
、
病

院
と
の
「
共
通
言
語
」
を
持
つ

こ
と
に
よ
っ
て
、「
病
院
医
療

と
在
宅
医
療
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
」
し
、
地
域
医
療
が
「
栄
養

で
以
っ
て
支
え
ら
れ
る
」
日
が

遠
く
な
い
こ
と
を
願
っ
て
止
み

ま
せ
ん
。

◇

な
お
、
こ
の
会
は
セ
ミ
ク
ロ

ー
ズ
ド
で
あ
り
、
日
ご
ろ
何
か

と
患
者
さ
ん
の
こ
と
で
ご
相
談

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
ク
リ

ニ
ッ
ク
や
病
院
の
先
生
方
、
訪

問
歯
科
の
先
生
方
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
じ
め
コ
・
メ

デ
ィ
カ
ル
・
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

に
声
を
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
こ
じ
ん

ま
り
と
し
た
顔
の
見
え
る
会
を

目
指
し
て
お
り
、
事
前
に
会
告

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
は
紹
介
す
る
な
！
と

お
叱
り
を
受
け
そ
う
な
の
で
、

ち
ょ
っ
と
言
い
訳
を
し
ま
す
。

実
は
、
こ
の
金
沢
の
一
部
地
域

の
会
が
う
ま
く
い
っ
た
ら
、
こ

れ
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
し
て
、

全
県
下
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
時
点
で
保
険
医
協
会
に
お
手

伝
い
願
え
れ
ば
、
と
考
え
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
こ
れ
ま
で

も
共
催
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
き
た
言
語
聴
覚
士
会
の
方
々

と
、
保
険
医
協
会
の
歯
科
部
、

そ
れ
に
栄
養
士
の
方
々
を
交
え

て
、
「
食
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

の
よ
う
な
形
で
「
医
師
と
コ
・

メ
デ
ィ
カ
ル
の
た
め
の
講
演

会
」
を
や
る
の
は
い
か
が
で
し

ょ
う
。
一
口
に
「
食
」
と
言
っ

て
も
、「
食
べ
る
楽
し
み
」
の

メ
ン
タ
ル
な
面
か
ら
、
ち
ゃ
ん

と
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
摂
れ

て
い
る
か
ど
う
か
の
「
栄
養
管

理
」
の
面
ま
で
、
幅
広
い
関
心

が
集
ま
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
地
域
住
民
の
「
食
・
栄
養
」

を
守
る
こ
と
が
、
在
宅
医
療
を

受
け
る
人
々
の
心
身
を
と
も
に

豊
か
に
し
、
さ
ら
に
栄
養
障
害

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
基
幹
病

院
の
治
療
効
率
を
上
げ
る
こ
と

に
な
る
と
考
え
ま
す
。

次
号
で
は
、「
在
宅
Ｎ
Ｓ
Ｔ
」

の
興
味
深
い
症
例
を
、
い
つ
も

の
「
お
サ
ル
先
生
」
の
タ
ッ
チ

で
お
送
り
す
る
こ
と
に
し
ま
し

ょ
う
。

中川克子先生 講演会 

LD児の自立に 
向けた支援 
LD児の自立に 
向けた支援 

金沢エルデの会　主催 

参加申込、問合せ先 

日　時 

金沢エルデの会事務局 
TEL：076‐241‐7342（山口まで） 
E-mail：info@elde.kanazawa.st

2004年10月24日（日） 
13：00～15：00

場　所 金沢市教育プラザ富樫 1号館 
参加費 一般：2,000円 
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第6回  北陸PEG・ 
在宅栄養研究会の 

ご案内 
2004年11月13日（土） 
15：00～18：00

期日 

会場 石川県地場産業振興センター 
大ホール 
金沢市鞍月2-1（TEL 076-268-2010） 

 特別講演 

「嚥下障害の機序と治療、 
　　　　  リハビリテーション（仮題）」 
　藤島一郎先生 
（聖隷福祉事業団 総合病院 聖隷三方原病院  
  リハビリテーションセンター長） 

 一般演題 

経皮内視鏡的胃瘻造設術（PEG） 
　　　および在宅栄養法に関する演題 
代表世話人：金沢大学名誉教授　磨伊正義 
当番世話人：藤が丘クリニック　藤岡照裕 
事　務　局：小川医院　小川滋彦（TEL076-261-8821） 
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7 石川県保険医協会石川県保険医協会・秋の文化企画秋の文化企画 石川県保険医協会・秋の文化企画 

浜岡伸也氏 
11月14日（日） 
●午前9時半（県立歴史博物館・集合） 
●午後1時半ごろ（石亭・解散）　●雨天決行 

金沢城構内、石川県立歴史博物館 
およびその周辺の歴史散策 
※昼食は、講師を囲んで石亭「こよみ御膳」 

30人（最低催行人数：10人） 
お一人  4,000円（昼食代） 
※各施設の入場料・見学代、保険料などは 
　保険医協会が負担します。 

講　師 

と　き 

ところ 

定　員 

参加費 

会員・家族・スタッフ 参加者 

申込み 案内チラシをご覧になり、 11月8日（月）までに、お申し込みください。 
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金沢城見学会と金沢料理 金沢城見学会と金沢料理 
（　 　　　　） 石川県立歴史博物館 
学芸専門員 

主催　石川県保険医協会／TEL ０７６（２２２）５３７３　FAX ０７６（２３１）５１５６ 

～金沢城のおもしろ話& 
　石亭・こよみ御膳～ 
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二
〇
〇
〇
年
四
月
か
ら
実

施
さ
れ
た
介
護
保
険
制
度
は
、

同
法
附
則
第
二
条
で
、
施
行

後
五
年
を
目
処
に
制
度
全
般

に
わ
た
る
見
直
し
を
行
う
こ

と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
厚

生
労
働
大
臣
の
諮
問
機
関
、

社
会
保
障
審
議
会
・
介
護
保

険
部
会
で
は
昨
年
五
月
か
ら

審
議
を
開
始
し
て
本
年
七
月

三
十
日
に
「
介
護
保
険
制
度

見
直
し
に
関
す
る
意
見
」
を

と
り
ま
と
め
た
。

●
制
度
見
直
し
の
主
要
点

介
護
保
険
部
会
が
ま
と
め

た
制
度
見
直
し
の
主
要
点
は

次
の
通
り
。

①
予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
へ

の
転
換

要
支
援
・
要
介
護
１
な
ど

要
介
護
度
の
低
い
人
た
ち
に

は
家
事
援
助
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
居
宅
系
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
を
制
限
し
、
筋
力
向

上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

「
新
・
予
防
給
付
」
を
創
設
す

る
。
制
度
全
体
を
「
予
防
重

視
型
シ
ス
テ
ム
」
へ
と
転
換

す
る
。

②
施
設
給
付
の
見
直
し

施
設
給
付
を
「
介
護
」
に

要
す
る
費
用
に
重
点
化
す
る
。

施
設
入
所
者
の
居
住
費
、
食

費
は
給
付
外
と
す
る
。
通
所

系
サ
ー
ビ
ス
や
短
期
入
所
の

食
費
等
を
給
付
外
と
す
る
。

給
付
率
の
引
下
げ
（
一
割
の

利
用
者
負
担→

二
、
三
割
）

は
現
時
点
で
は
慎
重
論
。

③
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

創
設

従
来
か
ら
の
全
国
共
通
の

「
一
般
的
な
サ
ー
ビ
ス
」
と
区

分
し
て
、
小
規
模
・
多
機
能

型
、
地
域
夜
間
対
応
型
、
地

域
見
守
り
型
、
小
規
模
居
住

系
サ
ー
ビ
ス
な
ど
圏
域
限
定

で
利
用
す
る
「
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
」
を
創
設
す
る
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
市
町
村
長
に
事
業
者

の
指
定
権
限
を
与
え
る
こ
と

で
保
険
者
機
能
の
強
化
を
図

る
。

④
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
質

の
向
上

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ

い
て
は
、「
在
宅
と
施
設
、
医

療
と
介
護
の
連
携
の
評
価
」

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
一
人
当
た

り
の
担
当
件
数
の
見
直
し
」

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
独
立
性

の
重
視
」
を
図
る
。
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
現
任
者
研
修
を

義
務
化
し
、「
資
格
更
新
制
」

を
導
入
す
る
。
事
業
者
に
も

「
指
定
更
新
制
」
を
導
入
し
、

二
重
指
定
制
と
す
る
。

⑤
被
保
険
者
・
受
給
者
範
囲

の
見
直
し

被
保
険
者
の
対
象
年
齢
の

二
十
歳
以
上
へ
の
拡
大
、
障

害
者
支
援
費
制
度
と
の
統
合

に
つ
い
て
は
両
論
併
記
に
と

ど
め
継
続
審
議
と
し
た
。
な

お
、「
被
保
険
者
・
受
給
者
範

囲
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
は

九
月
二
十
一
日
以
降
、
介
護

保
険
部
会
に
て
論
議
が
再
開

さ
れ
て
い
る
。

●
介
護
保
険
か
ら
医
療
保

険
へ
の
波
及

先
の
介
護
保
険
部
会
報
告

書
で
は
、
介
護
保
険
は
社
会

保
障
改
革
の
「
フ
ロ
ン
ト
ラ

ン
ナ
ー
」
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
き
た
と
評
価
、
随

所
に
「
医
療
と
介
護
の
連
携
」

が
謳
わ
れ
て
い
る
。
今
回
の

介
護
保
険
の
見
直
し
は
、
二

〇
〇
六
年
の
通
常
国
会
に
提

出
が
予
定
さ
れ
て
い
る
医
療

保
険
改
革
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
は
必
至
で
あ

る
。今

後
の
制
度
見
直
し
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
今
秋
に
厚

生
労
働
省
が
試
案
を
公
表
、

年
内
に
は
介
護
保
険
制
度
改

革
大
綱
を
作
成
、
二
〇
〇
五

年
二
月
に
法
案
を
通
常
国
会

に
提
出
、
二
〇
〇
六
年
四
月

か
ら
の
介
護
保
険
法
改
正
、

介
護
報
酬
の
改
定
の
同
時
施

行
を
目
指
し
て
い
る
。
従
っ

て
、
法
案
の
国
会
提
出
ま
で

の
数
カ
月
が
介
護
保
険
見
直

し
論
議
の
大
き
な
山
場
と
な

る
。本

紙
で
は
「
介
護
保
険
見

直
し
を
ど
う
み
る
か
」
と
題

し
て
、『
福
祉
マ
ッ
プ
』
編
集

委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
リ

レ
ー
連
載
す
る
。
制
度
見
直

し
の
主
要
点
を
め
ぐ
る
最
新

情
報
と
論
点
整
理
の
う
え
、

医
療
・
福
祉
・
介
護
の
専
門

家
が
そ
れ
ぞ
れ
現
場
の
実
態

に
も
と
づ
く
提
言
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
介
護
保

険
制
度
の
改
善
を
求
め
る
議

論
と
運
動
に
役
立
つ
問
題
提

起
を
期
待
す
る
。

介護保険見直介護保険見直しをどう見るか 介護保険見直介護保険見直しをどう見るか 介護保険見直しをどう見るか 

シリーズ開始にあたって 

リレー連載 

事務局長　神田　順一 

その① 

８月号記事の訂正
本紙８月号に掲載した「石川社会保険事務局に今年も開示請求」の記事のなかで集団的
個別指導の選定に使う平均点数の解説に誤りがありましたので、以下のように訂正します。
今年5月27日に開かれた「平成16年度第１回石川選定委員会議事録」を再確認したところ、
下記のようになっています。
「平均点数は、病院が入院分、診療所は外来分の社保分及び国保連合会の本人、家族を利
用しています。ただし小児科は家族分、老人病院は老健分を利用しています」
つまり、診療所は社保の本人・家族外来分及び国保一般外来分のデータが使用されています。
対象月は前年度４月～９月の６カ月間です。

石川県社会保障推進協議会
事務局長　寺越　博之

１．事件の経過
（1）相談経過
８月23日、民医連の病院の相談室にＮさんが金沢健康友の会会員の紹介で尋ねてこられ
た。Ｎ氏は内灘町の県営住宅に住む68歳の一人暮らしの男性である。退職された2000年度
の国保税（前年所得で計算するので高い）から滞納され、累積275,600円（滞納額202,800
円、延滞金72,800円）となっていた。8月16日、年金支給額を引き落とそうと思ったら、残
額がなく、家には内灘町から「差押え調書」が届けられていた。Ｎ氏の収入は年金がすべ
てであり月10万円強であった。内灘町は年金が振り込まれる普通預金残高すべて差し押さ
えたのであった。Ｎ氏は既に水道・ガスはストップとなっていたが生活のための現金がな
くなり困り果てて相談となった。当面、買い置きのお米が少しあるので塩をかけてくらす
ということだった。
（2）自治体交渉の実施
私たちは内灘町がＮ氏に行った滞納処分が違法なものであることを明らかにして、内灘
町に下記の要望書を提出し、「違法な滞納処分の撤回」を申し入れる交渉を行った。

（3）交渉内容と結果
交渉には内灘町総務部長と税務課長が応対した。内灘町は自らが実施した滞納処分の違
法性に気づいていなかった。税務課長は以前は住民課長であった。「住民課長時にＮ氏宅
を訪問したが電気もつけずに暮らされていて大変なのだなあと思っていた」「水道が止ま
っていたことも知っていたが、差し押えしたことはやむを得なかった措置であった」と釈
明した。「すんでしまったことは解除できないが生活がかかっていることでもあり、どう
するか検討したい」と回答した。私たちは内灘町に「滞納処分の撤回の申し入れ」を行う
と同時に、Ｎ氏の生活保護申請を行った。内灘町は９月６日にＮ氏宅を訪れ、差押えした
普通預金70,246円を返金してきた。

２．人権を守るアンテナをより高く、より広く。
内灘町は「Ｎ氏の事例は特別であり、他にこのような事例はございません」と回答をして
いるが交渉経過からみると信用することができません。今回は知人の紹介で民医連に相談に
こられて解決ができましたが、恐らく違法な滞納処分などによって泣き寝入りをしている
人々は私たちの想像を超えて存在しているのではないかと思います。そして、内灘町だけで
はなく、他の自治体でも同様な違法な行政処分を行っているのではないかと思います。
石川県では５つの地域社保協と一つの社保協準備会がありますが、そうした組織を基盤
に人権を守るネットワークを広げることの緊急性と重要性を改めて今回の事例を通して痛
感しています。

内灘町町長　岩本秀雄殿
２００４年９月１日

石川県社会保障推進協議会

Ｎさんの国民健康保険税の滞納処分撤回の申し入れ
記

1．滞納処分（普通預金残高全額差押え）を直ちに撤回すること。
＜その理由＞
（1）貴職が差し押さえたＮ氏の普通預金は老齢年金支給額であり、国税徴収法の
第77条の差押禁止（制限）対象に規定しているものです。国税徴収法の第76、
77条によると年金支給額のうち、憲法25条に基づいて健康で文化的な最低限度
の生活を営む権利、すなわち生活保護支給額相当額（10万円）は差押え禁止対
象となっています。
貴職は普通預金すべてを差し押え、通帳残高はゼロとしました。貴職は何を
根拠にＮ氏の生存を脅かす滞納処分を強行したのでしょうか。それが地方自治
体の行うことでしょうか。
２．すべての滞納処分を総点検し、同様の滞納処分があれば改善を行うこと。
（後略）

内灘町が国保税滞納者の年金を差し押さえ 内灘町が国保税滞納者の年金を差し押さえ 
全国保険医新聞9月25日号で紹介されたように、内灘町が国民健康保険税を滞納して
いる住民に対し、老齢年金支給額の銀行預金残高（70,246円）を差し押さえた件につ
き、9月1日、石川県社会保険推進協議会(以下、県社保協)が内灘町に撤回を申し入れた。
その根拠は老齢年金支給額など「社会保険制度に基づく給付の差押禁止」（国税徴収
法第77条）である。この申し入れを受けて、内灘町は、差し押さえた預金を９月６日
に全額返金したと、県社保協に回答してきた。
この顛末について寺越博之県社保協事務局長に寄稿してもらった。（編集部）
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ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
紹
介
を
す
る

の
に
カ
ジ
ノ
を
避
け
て
通
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ラ
ス
ベ
ガ

ス
旅
行
を
し
て
カ
ジ
ノ
へ
ま
っ

た
く
行
か
な
い
の
は
、
せ
っ
か

く
の
醍
醐
味
を
放
棄
す
る
こ
と

に
な
り
、
ハ
ワ
イ
ま
で
行
っ
て

ビ
ー
チ
に
一
度
も
出
な
い
と

か
、
開
業
医
に
な
っ
て
保
険
医

協
会
に
入
会
し
な
い
こ
と
に
等

し
い
（
？
）
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

カ
ジ
ノ
ゲ
ー
ム
の
参
加
資
格

は
「
二
十
一
歳
以
上
で
あ
る
こ

と
」
だ
け
で
す
。
こ
れ
は
と
て

も
厳
格
に
守
ら
れ
て
い
て
、
ゲ

ー
ム
を
す
る
場
所
と
通
常
の
通

路
は
床
の
色
を
変
え
る
な
ど
明

確
に
区
分
さ
れ
、
二
十
一
歳
未

満
は
ゲ
ー
ム
を
す
る
区
域
に
足

を
踏
み
入
れ
る
こ
と
が
違
法
と

な
り
ま
す
。
見
つ
か
れ
ば
即
刻

退
去
で
、
チ
ッ
プ
や
コ
イ
ン
は

全
額
没
収
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

特
に
東
洋
人
は
若
く
見
ら
れ
る

た
め
か
、
年
齢
確
認
の
た
め
に

し
ば
し
ば
Ｉ
Ｄ
の
提
示
を
求
め

ら
れ
ま
す
。
家
内
な
ど
は
「
ま

た
『
パ
ス
ポ
ー
ト
見
せ
ろ
』
っ

て
言
わ
れ
ち
ゃ
っ
た
！
」
と
い

っ
て
は
悦
に
い
っ
て
い
ま
す
。

本
当
に
開
い
た
口
が
ふ
さ
が
り

ま
せ
ん
。

ホ
テ
ル
の
一
階
は
ほ
ぼ
例
外

な
く
カ
ジ
ノ
が
あ
り
、
ホ
テ
ル

以
外
の
カ
ジ
ノ
も
多
い
た
め
、

通
称
ス
ト
リ
ッ
プ
と
呼
ば
れ
る

目
抜
き
通
り
と
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン

の
ち
ょ
っ
と
大
き
な
建
物
の
一

階
は
、
す
べ
て
カ
ジ
ノ
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

二
十
四
時
間
営
業
で
、
入
場
は

無
料
で
す
。
プ
レ
イ
中
は
も
の

を
食
べ
る
の
は
ご
法
度
で
す

が
、
飲
み
物
は
Ｏ
Ｋ
で
、
し
か

も
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
で
も
ソ
フ

ト
ド
リ
ン
ク
で
も
す
べ
て
無
料

で
す
。
カ
ク
テ
ル
ガ
ー
ル
が
注

文
を
取
っ
て
運
ん
で
き
て
く
れ

ま
す
の
で
、
一
ド
ル
程
度
の
チ

ッ
プ
は
必
要
で
す
。
ゲ
ー
ム
に

は
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ー
ン
や
ビ
デ

オ
ポ
ー
カ
ー
な
ど
の
マ
シ
ン
ゲ

ー
ム
と
、
各
種
ポ
ー
カ
ー
や
バ

カ
ラ
、
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
な

ど
の
テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
ル
ー
ル
に
則
っ

て
自
己
責
任
で
遊
ぶ
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
前
に
ぜ
ひ
知
っ
て
お
い

て
頂
き
た
い
の
が
、
ス
ロ
ッ
ト

ク
ラ
ブ
の
存
在
で
す
。
こ
れ
は

二
十
一
歳
以
上
な
ら
専
用
ブ
ー

ス
で
写
真
付
の
Ｉ
Ｄ
を
提
示
す

れ
ば
誰
で
も
入
会
で
き
、
そ
の

際
に
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
カ
ー
ド
が

発
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
み
た
い
な
も
の
と

考
え
て
く
だ
さ
い
。
ポ
イ
ン
ト

の
た
め
方
は
簡
単
で
、
マ
シ
ン

ゲ
ー
ム
な
ら
各
マ
シ
ン
の
専
用

差
し
込
み
口
に
カ
ー
ド
を
入
れ

る
だ
け
で
機
械
が
自
動
的
に
カ

ウ
ン
ト
し
て
く
れ
ま
す
。
テ
ー

ブ
ル
ゲ
ー
ム
な
ら
デ
ィ
ー
ラ
ー

（
カ
ー
ド
を
配
る
人
）
に
渡
す

だ
け
で
す
。
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
後

ろ
の
ピ
ッ
ト
ボ
ス
と
い
う
役
職

の
人
が
平
均
の
か
け
金
と
プ
レ

イ
し
た
時
間
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
に
入
力
し
て
く
れ
ま
す
。
た

だ
し
高
級
カ
ジ
ノ
で
は
、
一
回

に
二
十
五
ド
ル
以
上
賭
け
な
い

と
評
価
し
て
く
れ
な
い
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
カ
ジ
ノ

ゲ
ー
ム
に
使
っ
た
金
額
に
応
じ

て
（
勝
ち
負
け
に
は
ま
っ
た
く

関
係
な
く
）
い
ろ
い
ろ
な
特
典

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
キ

ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
と
し
て
ゲ
ー

ム
に
費
や
し
た
金
額
の
〇
・
二

〜
〇
・
三
％
程
度
の
現
金
が
返

さ
れ
た
り
、
コ
ン
プ
（com

-

p
lim
en
t

の
略
）
と
い
っ
て
約

〇
・
四
％
分
程
度
の
食
事
代
や

部
屋
代
、
あ
る
い
は
シ
ョ
ー
の

チ
ケ
ッ
ト
な
ど
が
無
料
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。
わ
ず
か
の
金
額

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
実
際
に
は
馬
鹿
に
で
き
な

い
ほ
ど
の
金
額
に
な
り
、
勝
ち

負
け
に
影
響
す
る
こ
と
さ
え
あ

三宅　靖三宅　靖（金沢市金沢市・内科） 三宅　靖（金沢市・内科） 
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来
年
四
月
か
ら
薬
事
法
が
改
正
さ
れ
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
（
Ｃ
Ｌ
）
が
高
度
管
理
医
療
機
器
（
名
称
が
医
療
用
具
か

ら
医
療
機
器
に
変
わ
り
ま
す
）
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
高
度
管

理
医
療
機
器
と
は
、
人
体
に
与
え
る
リ
ス
ク
が
高
い
も
の
で
、

そ
の
中
に
は
、
輸
液
ポ
ン
プ
、
透
析
器
、
人
工
心
肺
装
置
、

人
工
呼
吸
器
、
除
細
動
器
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
、
縫
合
糸
、

人
工
骨
、
歯
科
用
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
材
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
Ｃ
Ｌ
も
こ
れ
ら
の
医
療
機
器
と
同
じ
く
ら
い

高
度
な
管
理
を
必
要
と
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
Ｃ
Ｌ
以
外
の
医
療
機
器
は
す
べ
て
、
医
師
や

歯
科
医
師
が
関
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
器
械
メ
ー
カ
ー
か
ら

直
接
患
者
さ
ん
に
販
売
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
Ｃ

Ｌ
の
多
く
は
普
通
の
日
常
品
と
同
じ
よ
う
に
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン

ト
の
Ｃ
Ｌ
量
販
店
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
来
、
眼
科
医
が
管
理
す
べ
き
医
療
機
器
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
今
回
の
改
正
で
Ｃ
Ｌ
販
売
が
許
可
制
に
な
り
、

Ｃ
Ｌ
管
理
は
ま
す
ま
す
眼
科
医
か
ら
遠
の
い
て
い
こ
う
と
し

て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
今
回
Ｃ
Ｌ
が
高
度
管
理
医
療
機
器
に
指
定
さ

れ
た
の
は
、
日
本
眼
科
医
会
が
行
っ
た
調
査
で
、
Ｃ
Ｌ
に
よ

る
眼
疾
患
が
非
常
に
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
た
め
で
す
。
使

い
捨
て
Ｃ
Ｌ
の
使
用
期
限
を
守
ら
ず
に
長
期
間
使
っ
た
り
、

Ｃ
Ｌ
を
入
れ
た
ま
ま
眠
っ
た
り
、
Ｃ
Ｌ
の
手
入
れ
が
悪
か
っ

た
り
と
、
Ｃ
Ｌ
装
用
者
に
危
機
意
識
の
ま
っ
た
く
な
い
こ
と

が
、
こ
の
よ
う
な
結
果
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｃ
Ｌ
を
医
療
機
器
と
思
っ
て
取
り
扱
っ
て
い
る
人
は
ど
の
く

ら
い
い
る
で
し
ょ
う
か
。
最
近
で
は
カ
ラ
ー
Ｃ
Ｌ
も
普
及
し
、

Ｃ
Ｌ
を
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
部
と
し
か
考
え
て
い
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
Ｃ
Ｌ
に
対
す
る
危
機
感
が
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
原
因
に
は
、
使
い
捨
て
Ｃ
Ｌ
が
出
現
し
、
Ｃ
Ｌ
を

利
用
す
る
人
が
増
加
し
た
こ
と
に
合
わ
せ
、
Ｃ
Ｌ
量
販
店
が

低
価
格
で
販
売
し
、
Ｃ
Ｌ
の
管
理
が
眼
科
医
の
手
を
離
れ
て

い
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

で
は
、
危
機
意
識
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
Ｃ
Ｌ
に
よ
る

眼
疾
患
を
予
防
し
、
少
な
く
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
で
し
ょ
う
か
。
一
度
危
機
意
識
の
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

人
を
教
育
す
る
の
は
、
な
か
な
か
大
変
な
こ
と
で
す
。
で
す

か
ら
、
こ
れ
か
ら
新
し
く
Ｃ
Ｌ
を
始
め
よ
う
と
す
る
人
た
ち

に
、
そ
の
危
険
性
を
十
分
に
説
明
し
、
消
毒
方
法
な
ど
の
手

入
れ
の
仕
方
を
正
確
に
指
導
し
、
異
常
が
な
く
て
も
角
膜
障

害
や
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
が
起
こ
っ
て
い
な
い
か
、
定
期
的
に

眼
科
で
検
査
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

高
度
管
理
医
療
機
器
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
わ

れ
わ
れ
眼
科
医
だ
け
で
な
く
、
厚
生
労
働
省
も
こ
の
Ｃ
Ｌ
問

題
を
も
っ
と
国
民
に
広
め
、
Ｃ
Ｌ
に
対
す
る
意
識
を
変
え
さ

せ
る
努
力
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
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コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
が

「
高
度
管
理
医
療
機
器
」
に

牛
村
　
繁
（
美
川
町
・
眼
科
）

り
ま
す
。
極
論
す
れ
ば
「
プ
レ

ー
ヤ
ー
ズ
カ
ー
ド
を
持
た
ず
し

て
カ
ジ
ノ
に
足
を
踏
み
入
れ
る

べ
き
で
は
な
い
」
と
さ
え
言
え

ま
す
。
た
と
え
ば
、
一
回
五
ド

ル
で
ビ
デ
オ
ポ
ー
カ
ー
を
す
る

と
（
具
体
的
な
遊
び
方
は
次
回

ご
案
内
し
ま
す
）、
慣
れ
て
く

る
と
一
分
で
八
〜
十
回
プ
レ
イ

で
き
ま
す
。
す
る
と
一
時
間
で

五
百
回
ぐ
ら
い
に
な
り
、
も
う

二
千
五
百
ド
ル
突
っ
込
ん
だ
こ

と
に
な
り
ま
す
。
勝
っ
た
り
負

け
た
り
し
な
が
ら
な
の
で
、
あ

ま
り
た
く
さ
ん
の
金
額
を
使
っ

た
実
感
は
な
い
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
四
時
間
で
一
万
ド
ル

（
も
う
百
万
円
以
上

で
す
）、
こ
の
〇
・

四
％
な
ら
四
〇
ド
ル

で
、
ラ
ン
チ
な
ら
十

分
、
二
人
分
に
な
り

ま
す
。

つ
ま
り
戦
略
と
し

て
は
、
コ
ン
プ
を
う

ま
く
利
用
し
て
カ
ジ
ノ
を
楽
し

み
な
が
ら
、
滞
在
中
の
生
活
費

を
極
力
抑
え
て
、
そ
の
分
を
ほ

か
の
楽
し
み
に
当
て
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
よ
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
カ
ジ
ノ
で
い
つ
も

マ
イ
ナ
ス
で
は
、
大
き
く
目
算

が
狂
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
リ
ス

ク
は
つ
き
物
で
そ
れ
も
楽
し
み

の
一
つ
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
大
切
な
お
金
を
む
ざ

む
ざ
取
ら
れ
て
よ
い
は
ず
が
あ

り
ま
せ
ん
。
カ
ジ
ノ
と
で
き
る

だ
け
五
分
に
渡
り
合
え
る
戦
術

も
必
要
で
す
。
具
体
的
な
方
法

論
に
つ
い
て
は
、
ま
た
次
回
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

囲 碁 

（解答は2面にあります） （解答は2面にあります） 
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■出題 
　九段 
　佐藤昌晴 

黒
先
勝
ち
　
5
分
で
有
段
者
 

〈
ヒ
ン
ト
〉
3
手
目
が
好
手
。
 

■出題 
　六段 
　高田尚平 

〈ヒント〉飛車をうまく活用する。 
 10分で初段。 
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120年前の日本に凄いやつらがいた！ 
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◎割引券ご希望の方は協会まで　076（222）5373

今秋全国上映開始 

11月3日（祝日） 石川県教育会館（香林坊） 
〈上映開始時間〉　＊午前10時　＊午前2時　＊午後6時 

11月7日（日） 野々市町文化会館（フォルテ） 
〈上映開始時間〉　＊午前10時　＊午前2時　＊午後6時 
  〔上映時間1時間58分〕 

大　人（中学生以上） 1,300円 
シニア（60以上） 1,000円 
当日券　大人1,500円・シニア1,200円 

前　売　券 




